

































































































1870年代 1880年代 1930年代1910年代 1920年代1890年代 1900年代
（注 1）図中実線は総理事在職期間を示す。


























































































































蘇我の長男で政友の娘婿となった住友友以（1607 ～ 62 年） は、理右衛門が開
発した南蛮吹きの技術を住友の家業とし、やがて住友・泉屋は「南蛮吹きの宗家」
として地位を確立していった。1691 年、幕府から別子銅山の開発許可を受けた
















































































































木炭使用量 1,555貫 667貫 ▲57.1%
焼礦装入量 3,555貫 2,766貫 ▲22.2%
工夫数 30人 12人 ▲60.0%







産銅量 全国シェア 産銅量 全国シェア 産銅量 全国シェア 産銅量 全国シェア 産銅量 全国シェア 産銅量 全国シェア
1868 703 26.5% 83 3.1% 2,654
1870 790 29.2% 41 1.5% 2,701
1874 818 28.1% 222 7.6% 2,914
1875 930 31.1% 183 6.1% 2,988
1876 856 31.1% 21 0.8% 2,753
1877 1, 3%3.4551%6.239%6.3921%4.73843 ,602
1878 1, 3%7.4181%1.238%5.091%2.44517 ,876
1879 1, 3%2.7782%8.3151%6.052%3.14156 ,993
1880 1, 4%5.002%8.6882%6.3451%0.278%9.24428 ,253
1881 1,241 28.5% 91 2.1% 289 6.6% 318 7.3% 502 11.5% 38 0.9% 4,360
1882 1,964 34.5% 95 1.7% 489 8.6% 740 13.0% 376 6.6% 155 2.7% 5,701
1883 1,708 23.8% 123 1.7% 1,090 15.2% 1,694 23.6% 407 5.7% 280 3.9% 7,185
1884 1,726 16.8% 219 2.1% 3,847 37.5% 1,807 17.6% 405 3.9% 380 3.7% 10,268
1885 2,512 17.4% 612 4.2% 6,886 47.7% 1,719 11.9% 392 2.7% 427 3.0% 14,433
1886 2,345 17.5% 574 4.3% 6,052 45.2% 1,358 10.1% 532 4.0% 657 4.9% 13,404
1887 2,444 19.3% 487 3.8% 4,986 39.4% 1,337 10.6% 650 5.1% 864 6.8% 12,655
1888 2,648 22.3% 556 4.7% 4,107 34.5% 1,085 9.1% 644 5.4% 968 8.1% 11,896
1889 2,736 17.6% 798 5.1% 6,859 44.2% 1,138 7.3% 1,104 7.1% 982 6.3% 15,506
1890 3,057 15.6% 1,000 5.1% 9,740 49.7% 1,379 7.0% 1,392 7.1% 1,132 5.8% 19,590
年
別子 吉岡 足尾 草倉 荒川 尾小屋






























































































































別子［高橋製錬所］ 1,561 1,571 1,628 1,670 1,543 1,419 1,673 1,253 1,595 1,621










































































































































































































































































































始した。54 貞剛が別子銅山支配人に就任した 1894（明治 27）年当時、別子では
年平均 6 万本の植林が行われていた。彼は毎年新植 200 万本の計画を立て実行に
移したのである。




























































































































































































































































































































53 別子へ赴任した翌年、死者 500 人余を出した別子大水害（1899 年）に遭遇し
て殉職している。




57 麻生太吉（1857 ～ 1933 年）は、筑豊地方において石炭採掘事業で成功し、電力、
鉄道、セメントなど多方面に事業を展開した。麻生太郎元首相の曽祖父。










64 神山［1960］，142 ～ 143 頁。
651904 年 2 月 15 日に刊行された『実業の日本』第七巻第四号に掲載された。
66 神山［1960］，165 頁。
67 貞剛の後継者となる鈴木馬左也は、岡田良一郎の子息である岡田良平（第三代
大日本報徳社社長）、一木喜徳郎（同第四代社長）との関係が深く、中央報徳
会や東亜報徳会活動に深く関与していた。貞剛と鈴木の思想には報徳思想へ
の共感が存在しており、それが住友の経営思想にも少ながらず影響していた
とみることができよう。
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